
※ 「利用者登録数」は、同一のご利用者様が複数の利用契約を締結している場合に、
　  同一のご利用者様の単位で名寄せを行った結果の数（各月末時点の累計）
※ 「利用契約件数」は、利用契約件数の総数（各月末時点の累計）
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「
で
ん
さ
い
」
と
は
、
株
式
会
社
全
銀
電
子
債

権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
通
称
「
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
」）
が

取
り
扱
う
、
電
子
記
録
債
権
の
こ
と
で
す
。

　

よ
く
誤
解
さ
れ
る
の
で
す
が
、
電
子
記
録
債
権

は
手
形
・
指
名
債
権
（
売
掛
債
権
等
）
を
電
子
化

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
形
・
指
名
債
権

の
問
題
点
を
克
服
し
た
新
た
な
金
銭
債
権
で
す
。

　

電
子
記
録
債
権
の
発
生
・
譲
渡
は
、
電
子
債

権
記
録
機
関
の
記
録
原
簿
に
電
子
記
録
す
る
こ
と

が
、
そ
の
効
力
発
生
の
要
件
と
な
り
ま
す
。

　

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
は
、
平
成
22
年
6
月
に
設
立

さ
れ
た
、
一 

般
社
団
法
人
全
国
銀
行
協
会
１
０
０

%
出
資
の
電
子
債
権
記
録
機
関
で
す
。
平
成
25

年
2
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

電
子
債
権
記
録
機
関
と
は
、
電
子
記
録
債
権

の
記
録
原
簿
を
備
え
、
利
用
者
の
請
求
に
も
と
づ

き
電
子
記
録
や
債
権
内
容
の
開
示
を
行
な
う
こ

と
等
を
主
業
務
と
す
る
、電
子
記
録
債
権
の
「
登

記
所
」
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
主
務
大
臣
の

指
定
を
受
け
た
専
業
の
株
式
会
社
で
す
。

　

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
の
特
長
に
は
、
①
手
形
的
利

用 

②
全
銀
行
参
加
型  

③
間
接
ア
ク
セ
ス
方
式
の

3
点
が
あ
り
ま
す
。

　
「
手
形
的
利
用
」
で
す
が
、
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
で

は
中
小
企
業
の
資
金
調
達
の
円
滑
化
に
資
す
る
た

め
、
最
も
汎
用
的
と
考
え
ら
れ
る
現
行
の
手
形

と
同
様
の
利
用
方
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

手
形
の
取
引
停
止
処
分
制
度
と
類
似
の
支
払
不

能
処
分
制
度
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
つ
目
の
全
銀
行
参
加
型
に
つ
い
て
で
す
が
、
で

ん
さ
い
ネ
ッ
ト
で
は
、
銀
行
の
信
頼
・
安
心
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
も
と
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
構
築

さ
れ
る
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
、
全
銀
行
参
加
型
を
採
用
し
、
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
、
全
国
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信

用
組
合
等
４
８
６
の
金
融
機
関
で
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
既
存
の
銀
行
間
の

決
済
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
確
実
に
資
金
回
収
で

き
る
仕
組
み
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
間
接
ア
ク
セ
ス
方
式
に
つ
い
て
で
す
が
、

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
は
、
金
融
機
関
を
経
由
し
て
で
ん

さ
い
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
方
式
を
採
用
し
て
お

り
、利
用
者
は
現
在
利
用
し
て
い
る
金
融
機
関
（
窓

口
金
融
機
関
）
を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
た
め
、

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
窓
口
金
融
機
関
は
、
自
ら
の
創
意
工
夫
に

よ
って
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
す
。
利
用
者
は
、
複
数
の
金

融
機
関
で
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

支
払
企
業
（
債
務
者
）
の
場
合
は
、
手
形
の
発

行
な
ど
の
支
払
い
に
関
す
る
面
倒
な
事
務
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
し
、
手
形
の
搬
送
コ
ス
ト
や
印
紙

税
負
担
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
支
払
先
に
応
じ
て
、
手
形
・
振
込
・一括

決
済
な
ど
複
数
の
決
済
手
段
を
用
い
て
い
た
場
合
、

一
本
化
す
る
こ
と
で
事
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

納
入
企
業
（
債
権
者
）
の
場
合
は
、
手
形
で
の

受
取
に
比
べ
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
紛
失
や
盗

難
の
リ
ス
ク
が
な
く
な
る
他
、
保
管
コ
ス
ト
を
削
減

で
き
ま
す
。
ま
た
、
割
引
や
譲
渡
に
よ
り
資
金
化

す
る
場
合
、
必
要
な
資
金
の
分
だ
け
分
割
譲
渡
で

き
ま
す
。
受
取
は
口
座
間
送
金
決
済
で
自
動
的
に

口
座
に
入
金
さ
れ
ま
す
の
で
、
取
立
手
続
は
不
要

で
す
。
振
込
と
の
比
較
で
は
、
売
掛
金
の
資
金
化

が
容
易
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
「
で
ん
さ
い
」
の
発
生
で
す
。
利
用
者
が

窓
口
金
融
機
関
を
通
じ
て
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
の
記
録

原
簿
に
「
発
生
記
録
」
を
行
う
こ
と
で
、「
で
ん

さ
い
」
が
発
生
し
ま
す
。

　

次
に
「
で
ん
さ
い
」
の
譲
渡
で
す
。
窓
口
金

融
機
関
を
通
じ
て
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
の
記
録
原
簿

に
「
譲
渡
記
録
」
を
行
う
こ
と
で
、「
で
ん
さ
い
」

を
譲
渡
で
き
ま
す
。 

必
要
に
応
じ
て
債
権
を
分

割
し
て
譲
渡
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
「
で
ん
さ
い
の
支
払
」
で
す
。
支
払
期

日
に
な
る
と
、
自
動
的
に
支
払
企
業
の
口
座
か
ら

資
金
を
引
落
し
、
納
入
企
業
の
口
座
へ
払
込
み
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

決
済
後
、
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
が
支
払
い
が
完
了
し

た
旨
を
「
支
払
等
記
録
」
と
し
て
記
録
し
ま
す
の

で
、
面
倒
な
手
続
は
一
切
不
要
で
す
。
ま
た
、
手

形
と
異
な
り
、
納
入
企
業
は
支
払
期
日
当
日
か
ら

資
金
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

債
務
者
お
よ
び
債
権
者
い
ず
れ
も
、で
ん
さ
い
ネ
ッ

ト
の
利
用
者
と
な
って
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
は
間
接
ア
ク
セ
ス
方
式
を
採
用
し

て
い
ま
す
の
で
、「
で
ん
さ
い
」
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て
い
る
金
融

機
関
に
利
用
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
２
月
末
現
在
の
利
用
者
登
録
数

は
約
34
万
社
、「
で
ん
さ
い
」
の
残
高
は
約
９
、

５
０
０
億
円
、
ま
た
平
成
26
年
２
月
単
月
の
発
生

記
録
請
求
件
数
（
手
形
の
場
合
の
振
出
し
件
数
に

相
当
し
ま
す
）
は
約
３
万
６
千
件
に
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
計
数
も
、
開
業
以
来
、
順
調
に
伸
び
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
数
は
、
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
毎
月
統
計
情
報
と
し
て
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

﹁

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
﹂
が

 
中
小
企
業
の
取
引
を
変
え
る！

特
徴
は「
手
形
的
利
用
」「
全
銀
行
参
加
型
」「
間
接
ア
ク
セ
ス
方
式
」

　近年、 新しい債権の形
として「電子記録債権」が、
中小企業の間にも浸透し
つつあります。手形などに
代わる、より便利で安全な
債権として注目されている

「電子記録債権」。これを
取り扱う株式会社全銀電子
債権ネットワーク（通称「で
んさいネット」）の諸江博明
社長に話をうかがいました。

株式会社
全銀電子債権ネットワーク

代表執行役社長  諸江 博明氏  

「でんさいネット」が中小企業の取引を変える！特集2／ でんさいネット

問合せ

株式会社
全銀電子債権ネットワーク
☎03-5252-3595

午前９時～午後５時（土日祝休）
http://www.densai.net

手
形
感
覚
で
利
用
で
き
る

﹁
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
﹂

電
子
化
に
よ
り
利
便
性
が
向
上

メ
リ
ッ
ト
も
大

「
で
ん
さ
い
」と
は
何
で
す
か

1

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
と
は

ど
の
よ
う
な
会
社
で
す
か

2

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
に
は

ど
の
よ
う
な
特
長
が
あ
り
ま
す
か

3

「
で
ん
さ
い
」に
は
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か

4

「
で
ん
さ
い
」に
よ
る

取
引
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い

5

「
で
ん
さ
い
」を
利
用
し
た
い
場
合
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か

6

「
で
ん
さ
い
」の
普
及
状
況
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か

7

特
集
　
　   

／
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト

2


